
endai city assemblyendai city assembly

疑

質

表

代

議
案
に
対
す
る
各
会
派
の
代
表
質
疑
の
中
か
ら
主
な
質
疑
と
答
弁
の
要
旨
な
ど
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

       
        
       

　

「活字文書読上げ装置」

　
　
　

平
成
二
十
年
岩
手
・
宮
城
内
陸

地
震
の
よ
う
に
道
路
の
寸
断
等
陸
上
交

通
が
遮
断
さ
れ
る
よ
う
な
災
害
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、
自
衛
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
に
よ
る
救
援
活
動
が
必
要
不
可
欠
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。
災
害
対
策
の
プ
ロ

で
あ
る
自
衛
隊
の
能
力
を
最
大
限
に
生

か
す
た
め
に
、
現
在
、
ど
の
よ
う
に
自

衛
隊
と
の
連
携
・
対
策
を
と
っ
て
い
る

の
か
伺
う
。      

　
　
　

大
規
模
な
災
害
発
生
時
に
は
、

自
衛
隊
に
よ
る
災
害
援
助
活
動
は
地
方

自
治
体
に
と
っ
て
重
要
な
支
援
に
な
る

も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
必
要
不
可
欠

で
あ
る
と
考
え
る
。 

本
市
と
自
衛
隊
と

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
行
う
各
種
訓
練
に
相

互
に
参
加
す
る
等
、
連
携
の
円
滑
化
に

努
め
て
お
り
、
今
後
も
災
害
時
の
協
力

体
制
を
強
化
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
日
頃
か
ら

危
機
意
識
を
高
め
、
地
域
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
を
育
成
す
る
た
め
に
、
体
験
・
学

習
の
場
と
し
て
の
防
災
セ
ン
タ
ー
の
整

備
が
必
要
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　
　

　
　
　

防
災
セ
ン
タ
ー
は
市
民
の
防
災

の
意
識
啓
発
や
防
災
学
習
の
拠
点
と
し

て
有
効
な
施
設
と
認
識
し
て
お
り
、
様

様
な
災
害
か
ら
学
ん
だ
貴
重
な
教
訓
を

生
か
し
建
設
の
方
向
で
検
討
し
た
い
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目　
　
　
　
　

○
ガ
ス
事
業
民
営
化
に
お
け
る
具
体
的

　

対
応
と
市
民
優
先
株
の
発
行　
　
　

○
卸
町
地
区
計
画
に
よ
る
街
づ
く
り

○
建
設
関
係
費
用
値
上
が
り
に
よ
る

  

「
単
品
ス
ラ
イ
ド
条
項
」
の
適
用

○
道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
に
つ

　

い
て
の
市
長
の
所
見　

　
　
　

公
共
工
事
で
の
元
請
・
下
請
関

係
を
適
正
化
し
、
地
元
業
者
や
資
材
の

活
用
と
労
働
者
の
適
正
な
労
賃
を
実
現

さ
せ
る
元
請
へ
の
指
導
を
強
化
せ
よ
。

    

　
　
　

工
事
を
受
注
し
た
元
請
業
者
に

対
し
、
適
正
な
施
工
体
制
の
確
立
と
建

設
労
働
者
の
雇
用
条
件
等
の
改
善
に
つ

い
て
、
文
書
で
具
体
的
に
明
示
し
て
指

導
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
さ
ら
に
他

の
自
治
体
に
お
け
る
方
策
に
つ
い
て
も

研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

                        　
　
　

 
          

投
機
マ
ネ
ー
に
よ
る
異
常
な
原

料
高
騰
を
ガ
ス
料
金
に
転
嫁
す
る
値
上

げ
は
、
市
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
や
貸
付
を
検
討
し
、
中
止
す
べ
き
。

　
　
　

地
方
公
営
企
業
の
経
営
は
、
自

ら
の
収
入
を
も
っ
て
経
費
に
あ
て
る
独

立
採
算
制
が
基
本
で
あ
り
、
原
料
費
に

つ
い
て
も
料
金
収
入
に
よ
り
対
応
す
べ

き
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
出
し
や
貸

付
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

ガ
ス
事
業
民
営
化
・
売
却
は

市
民
の
損
失

　
　
　

国
内
最
大
で
最
良
の
公
営
企
業

の
ガ
ス
局
売
却
は
市
民
の
損
失
。
情
報

を
隠
さ
ず
市
民
へ
公
開
し
、
説
明
責
任

を
果
た
し
て
民
営
化
の
是
非
を
問
え
。

　
　
　

民
営
化
に
は
、
適
正
な
手
続
き

の
確
保
や
、
市
民
に
と
っ
て
ベ
ス
ト
な

譲
渡
条
件
の
確
保
が
大
事
。
今
後
の
手

続
き
で
も
し
っ
か
り
と
情
報
を
提
供
し

説
明
責
任
を
果
た
し
て
ま
い
り
た
い
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
雇
用
水
準
の
向
上
を
目
指
す
時
給
千

　

円
以
上
の
「
公注

２

契
約
条
例
」
の
制
定

○
住
宅
耐
震
工
事
助
成
制
度
の
拡
充
を

　
　
　

移
転
は
、
費
用
節
減
効
果
や
実

現
可
能
性
等
に
つ
い
て
十
分
に
確
認
し

利
用
者
の
皆
様
な
ど
の
ご
意
見
を
踏
ま

え
て
、
適
切
に
判
断
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
平
成
二
十
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震

　

か
ら
何
を
学
ぶ
か

○
観
光
の
風
評
被
害
を
最
小
限
に
食
い

　

止
め
る
た
め
の
具
体
的
な
策
は

○
原
油
価
格
が
市
民
生
活
や
市
政
に
与

　

え
る
影
響
お
よ
び
学
校
給
食
に
及
ぼ

　

し
て
い
る
影
響
・
対
策
は

○
保
育
施
策
と
ワ注

１

ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

                              
                              
                              
                               

　
　
　

事
業
継
承
者
の
条
件
と
し
て
地

元
か
ら
の
応
募
者
を
多
く
募
る
努
力
が

必
要
。 

八
月
の
募
集
開
始
以
降
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
ガ
ス
事
業
民
営
化
は
市
民
の

利
益
拡
大
が
最
優
先
さ
れ
る
べ
き
。
民

営
化
の
目
的
と
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
伺
う

　
　
　

　
　
　

八
月
下
旬
に
公
募
を
開
始
、
九

月
か
ら
十
月
に
資
格
審
査
、
来
年
二
月

か
ら
三
月
に
提
案
審
査
を
実
施
の
予
定
。

　

民
間
の
創
意
あ
る
経
営
に
よ
り
、
事

業
を
永
続
的
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
、
地
元
企
業
の
創
設
に
よ
る
地
域
経

済
の
活
性
化
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。

　
　
　

エ
ル
・
ソ
ー
ラ
仙
台
は
移
転
も
見
直

し
の
選
択
肢
と
し
て
検
討
す
べ
き

　
　
　

エ
ル
・
ソ
ー
ラ
仙
台
は
本
市
の

男
女
共
同
参
画
に
か
か
わ
る
施
策
を
推

進
す
る
上
で
重
要
な
施
設
。
今
回
の
見

直
し
は
管
理
運
営
費
用
の
節
減
を
図
る

た
め
、
施
設
規
模
も
含
め
た
見
直
し
と

の
こ
と
だ
が
、
説
明
会
で
の
建
設
的
な

意
見
の
よ
う
に
、
ア
エ
ル
ビ
ル
に
こ
だ

わ
ら
ず
他
の
場
所
に
移
転
し
、
市
民
の

皆
様
と
一
緒
に
施
設
を
創
り
上
げ
て
い

け
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
問
題
は
長
期
化
す
れ
ば
市
民
も

当
局
も
不
幸
。当
局
の
決
断
を
求
め
る
。

本
市
の
都
市
魅
力
を
高
め
る
早
期
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
対
応
は

　

       

こ
れ
か
ら
迎
え
る
都
市
間
競
争

の
中
で
、
自
動
車
関
連
会
社
等
、
数
百

社
の
進
出
に
よ
る
経
済
効
果
は
大
変
大

き
い
。
道
路
を
含
め
環
境
イ
ン
フ
ラ
整

備
は
急
務
と
考
え
る
が
対
応
を
伺
う
。

      

　
　
　

道
路
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
加

え
、
こ
れ
ら
を
有
効
に
活
用
し
物
流
機

能
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
、
全
国
あ
る

い
は
世
界
の
企
業
の
投
資
意
欲
を
高
め

追
加
的
な
投
資
を
呼
び
込
む
上
で
重
要

で
あ
り
、
東
北
全
体
の
発
展
を
牽け
ん
い
ん引

す

る
基
盤
作
り
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

今
後
と
も
道
路
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　

        

こ
ど
も
宇
宙
館
の
施
設
を
利
用

し
た「
の
び
す
く
泉
中
央
」の
整
備
や
妊

婦
健
診
助
成
の
大
幅
な
拡
大
な
ど
、
子

育
て
支
援
の
施
策
の
強
化
と
思
う
が
、

今
後
の
少
子
化
対
策
、
子
育
て
支
援
の

施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

少
子
化
傾
向
が
続
く
中
、 「
仙

台
市
す
こ
や
か
子
育
て
プ
ラ
ン
」
の
目

標
達
成
に
向
け
引
き
続
き
努
力
す
る
と

と
も
に
、
子
育
て
家
庭
の
負
担
や
不
安

の
軽
減
を
図
る
効
果
的
な
施
策
に
取
り

 

組
ん
で
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
来
年
度
策
定
す
る
「（
仮
称
）

新
す
こ
や
か
子
育
て
プ
ラ
ン
」
に
つ
い

て
は
、
社
会
状
況
の
変
化
等
に
対
応
し

た
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
し
た
い
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
陸
上
競
技
場
の
負
担
付
き
贈
与

○
ガ
ス
事
業
民
営
化
と
事
業
継
承
者
選

　

定　
　
　

○
工
業
団
地
の
土
地
利
用
と
用
途
変
更

○
「
宮
沢
・
根
白
石
線
」
の
整
備
早
期

　

促
進　
　
　

○
鶴
ヶ
谷
市
営
住
宅
の
魅
力
あ
る
整
備

○
企
業
助
成
制
度
の
見
直
し
と
目
的　

　
　
　

　
　
　

昨
年
閉
館
し
た
こ
ど
も
宇
宙
館

の
施
設
を
活
用
し
て
整
備
さ
れ
る
、
子

育
て
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
泉
中
央
は
、
立

地
条
件
や
地
域
特
性
を
生
か
し
、
新
し

い
時
代
に
即
し
た
子
育
て
支
援
施
設
に

す
べ
き
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

三
階
部
分
で
は
、
乳
幼
児
を
も

つ
親
に
対
す
る
支
援
を
行
い
、
四
階
と

五
階
で
は
、
子
育
て
に
関
連
す
る
市
民

活
動
等
へ
の
支
援
や
中
高
生
へ
の
活
動

の
場
の
提
供
、
さ
ら
に
活
動
発
表
の
場

と
し
て
の
ホ
ー
ル
の
貸
出
等
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
複
合
施
設
で

あ
る
泉
図
書
館
の
子
供
図
書
室
が
二
階

に
移
動
し
、
内
容
も
充
実
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
多
様
な
機
能
が
お
互
い

に
連
携
し
あ
う
こ
と
で
、
子
育
て
世
代

と
青
少
年
、
子
育
て
支
援
団
体
等
の
多

様
な
世
代
が
交
流
す
る
、
本
施
設
な
ら

で
は
の
特
色
あ
る
整
備
を
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

現
地
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、

不
良
箇
所
や
老
朽
箇
所
が
散
見
さ
れ
た

が
、
譲
渡
前
に
県
に
対
し
て
改
善
を

求
め
る
べ
き
で
は
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

来
年
四
月
に
本
市
の
管
理
が
開

始
さ
れ
る
と
同
時
に
、
引
き
続
き
支
障

な
く
施
設
が
利
用
で
き
る
よ
う
準
備
を

進
め
て
い
く
。
不
良
箇
所
等
の
状
況
を

詳
細
に
確
認
の
上
、
対
処
が
必
要
と
判

断
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
県
に
申

し
入
れ
て
ま
い
り
た
い
。

　
そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目　

○
ガ
ス
事
業
の
民
営
化

○
保
育
所
の
待
機
児
童
対
策

○
工
事
契
約
制
度
の
見
直
し

○
エ
ル
・
ソ
ー
ラ
仙
台
の
見
直
し

○
消
防
の
広
域
化

○
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
へ
の
対
応

問
ガ
ス
料
金
値
上
げ
は
や
め
る
べ
き　

問

問

答

　
　
　

　
　
　

市
ガ
ス
事
業
は
公
営
で
維
持
す

べ
き
と
思
う
が
、
民
営
化
は
拙せ

っ
そ
く速

に
進

め
ず
、
議
会
や
市
民
が
十
分
検
討
・
議

論
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
情
報
の
提
供

と
時
間
を
保
障
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

      

　
　
　

昭
和
六
十
三
年
に
設
置
し
た
審

議
会
で
の
検
討
以
来
、
議
会
や
ガ
ス
事

業
民
営
化
検
討
委
員
会
で
の
議
論
と
報

告
を
踏
ま
え
、
民
営
化
計
画
の
素
案
を

策
定
し
、
パ注

３

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結

果
を
踏
ま
え
計
画
を
取
り
ま
と
め
た
。

十
分
な
引
き
継
ぎ
期
間
と
市
民
合
意
の

形
成
を
考
慮
し
て
平
成
二
十
二
年
四
月

の
民
営
化
が
適
切
と
判
断
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

宮
城
県
か
ら
仙
台
市
に
移
管
さ

れ
る
宮
城
陸
上
競
技
場
は
、
管
理
運
営

上
の
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
止
し
、
競

技
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
に
も
、
宮

城
野
原
公
園
総
合
運
動
場
全
体
の
管
理

運
営
に
つ
い
て
対
策
が
必
要
と
考
え
る

が
、
い
か
が
か
。

　
　
　

今
回
の
譲
渡
に
あ
た
り
、
宮
城

県
と
取
り
交
わ
し
た
覚
書
に
お
い
て
、

運
動
場
が
一
体
と
し
て
円
滑
に
運
営
さ

れ
る
よ
う
関
係
機
関
と
調
整
す
る
も
の

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
三
月
に
締
結
し

た
協
定
書
で
も
、
改
修
を
実
施
す
る
と

き
は
事
前
の
協
議
を
行
う
も
の
と
し
て

お
り
、
譲
渡
後
に
改
修
を
行
う
場
合
に

は
県
と
十
分
協
議
の
う
え
密
に
調
整
を

図
り
支
障
の
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
未
確
認
活
断
層
の
調
査
と
対
策

○
食
料
品
等
の
値
上
げ
を
考
慮
し
、
学

　

校
給
食
に
公
費
補
て
ん
を

○
中
総
体
負
担
金
の
見
直
し

○
市
長
は
市
民
協
働
に
市
政
の
転
換
を
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嶋中　貴志　議員

きぼうきぼう 改革ネット・改革ネット・
自　　　民自　　　民

民主クラブ民主クラブ
仙　　　台仙　　　台

問                   答

問

答

答

問答

問答

問答

問答

問

問答

日　本日　本
共産党共産党
福島　かずえ　議員

公明党公明党
庄司　俊充　議員 斎藤　範夫　議員

小野寺　健　議員
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答答

　
　
　
　
　
　

○
一
般
会
計
（
補
正
予
算
項
目
）

・ 

宮
城
県
か
ら
本
市
へ
宮
城
陸
上
競
技

　

場
施
設
が
無
償
譲
渡
さ
れ
る
の
に
伴

　

い
、
仙
台
市
陸
上
競
技
場
開
設
の
た

　

め
の
備
品
購
入
等
を
行
う
と
と
も
に

　

県
が
過
去
に
改
修
し
た
際
の
県
債
に

　

係
る
未
償
還
額
に
つ
い
て
本
市
が
一

　

括
全
額
負
担
す
る
た
め
三
億
二
千
三

　

百
八
十
六
万
円
を
支
出
す
る
も
の

　

併
せ
て
、
施
設
の
運
営
管
理
を
指
定

　

管
理
者
に
行
わ
せ
る
た
め
、
二
億
八

　

千
八
百
万
円
か
ら
四
億
七
千
八
百
万

　

円
に
債
務
負
担
行
為
の
限
度
額
を
補

　

正
す
る
も
の

・ 

子
育
て
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
泉
中
央
の

　

運
営
管
理
を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ

　

る
た
め
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
二

　

十
三
年
度
ま
で
の
期
間
で
、
一
億
八

　

千
二
百
万
円
を
限
度
額
に
債
務
負
担

　

行
為
を
設
定
す
る
も
の

○
企
業
会
計
（
補
正
予
算
の
概
況
）

　

本
年
八
月
に
予
定
し
て
い
る
料
金
改

　

定
に
よ
る
ガ
ス
売
上
の
減
額
、
及
び

　

今
般
取
り
ま
と
め
た
「
仙
台
市
ガ
ス

　

事
業
民
営
化
計
画
」
に
沿
っ
て
、
今

　

後
事
業
継
承
者
の
公
募
を
進
め
て
い

　

く
た
め
の
経
費
等
に
つ
い
て
所
要
の

　

予
算
措
置
を
行
う
も
の

・ 

料
金
改
定
に
よ
る
ガ
ス
売
上
の
減
額

　
　
　
　
　
　
　

四
千
五
百
八
十
万
円

・ 

民
営
化
推
進
業
務
関
連
経
費
の
増
額

　
　
　
　
　
　
　

一
億
二
千
九
百
万
円

・ 

右
記
に
伴
う
消
費
税
額
の
減
額　
　

　
　
　
　
　
　

八
百
三
十
二
万
四
千
円

○
ス
ポ
ー
ツ
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例

　

仙
台
市
陸
上
競
技
場
を
設
置
す
る
と

　

と
も
に
、
同
競
技
場
の
利
用
に
係
る

　

料
金
を
指
定
管
理
者
の
収
入
と
し
て

　

収
受
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
も
の

○
子
育
て
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
条
例
の
一     

　

部
を
改
正
す
る
条
例

  

子
育
て
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
泉
中
央
を

　

設
置
す
る
と
と
も
に
、
同
プ
ラ
ザ
に

　

お
い
て
子
育
て
に
関
す
る
事
業
を
行

　

う
者
等
に
対
す
る
交
流
、
発
表
そ
の

　

他
の
活
動
の
場
の
提
供
に
関
す
る
事

　

業
を
行
う
こ
と
と
す
る
等
の
も
の

○
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築

  

物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を 

  

改
正
す
る
条
例

　

東
北
大
学
青
葉
山
新
キ
ャ
ン
パ
ス
地

　

区
計
画
及
び
卸
町
地
区
計
画
の
区
域

　今定例会に提出された議
案23件のうち22議案が可決
され、成立しました（８面の
賛否一覧表をご参照くださ
い）。以下、成立した議案の
一部を紹介いたします。

議案の紹介議案の紹介
平
成
二
十
年
度
補
正
予
算

　

内
の
建
築
物
に
関
す
る
制
限
を
定
め

　

る
と
と
も
に
、
あ
す
と
長
町
中
央
地

　

区
計
画
の
区
域
内
の
建
築
物
に
関
す

　

る
制
限
の
内
容
を
変
更
す
る
も
の

○
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の  

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

   

「
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害

　

補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
」
の
改

　

正
に
伴
い
配
偶
者
以
外
の
扶
養
親
族

　

に
係
る
補
償
基
礎
額
の
加
算
額
を
改

　

定
す
る
と
と
も
に
、  「
株
式
会
社
日

　

本
政
策
金
融
公
庫
法
」
の
制
定
に
伴

　

い
所
要
の
規
定
整
備
を
行
う
も
の 

○
ガ
ス
供
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る  

　

条
例

　

基
準
単
位
料
金
を
改
定
す
る
と
と
も

　

に
、
調
整
単
位
料
金
の
適
用
基
準
を

　

変
更
す
る
も
の

○
工
事
委
託
契
約
の
締
結
に
関
す
る
件

　

都
市
計
画
道
路
宮
沢
根
白
石
線
（
南

　

鍛
冶
町
工
区
）  （
仮
称
） 

南
鍛
冶
町

　

こ
線
橋
新
設
工
事

　

仙
台
塩
釜
港
仙
台
港
区
内
の
公
有
水

　

面
の
埋
立
て
に
関
し
、
異
議
が
な
い

　

旨
の
意
見
を
述
べ
る
も
の

○
専
決
処
分
事
項
に
関
す
る
件

・ 

仙
台
市
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例

   

「
地
方
税
法
」 

の
改
正
を
考
慮
し
、

　

独
立
行
政
法
人
以
外
の
公
益
法
人
等

　

及
び
法
人
で
な
い
社
団
又
は
財
団
で

　

収
益
事
業
を
行
う
も
の
に
係
る
法
人

　

の
市
民
税
の
均
等
割
の
税
率
を
改
定

　

す
る
と
と
も
に
、
同
法
の
改
正
に
伴

　

い
所
要
の
規
定
整
備
を
行
う
も
の

○
資
産
等
公
開
審
査
会
の
委
員
の
委
嘱

　

吉
原　

和
志　
　

桑
村　

裕
美
子

　

村
松　

敦
子　
　

三
本
菅　

和
史

　

小
野　

京
子

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

菊
地　

輝
代　
　

土
井　

浩
之

　

吉
岡　
　

寛　
　

佐
藤　

鐵
城

　

中
井　

裕
子

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
関
す
る
件

　

仙
台
市
立
荒
町
小
学
校
校
舎
及
び
屋

　

内
運
動
場
増
改
築
工
事

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
関
す
る
件

　

仙
台
市
鶴
ケ
谷
第
一
市
営
住
宅
団
地

　

再
整
備
事
業
第
一
工
区
建
設
工
事

○
負
担
付
き
の
贈
与
の
受
領
に
関
す
る

　

件

　

宮
城
陸
上
競
技
場
の
整
備
の
た
め
に

　

起
債
さ
れ
た
地
方
債
の
未
償
還
元
金

　

相
当
額
の
支
払
を
負
担
と
す
る
同
競

　

技
場
施
設
の
贈
与
を
受
け
る
も
の

○
公
有
水
面
埋
立
て
に
係
る
意
見
に
関

　

す
る
件  

条
例
な
ど

人　

事

石川　建治　議員

　

答

問

問答

社民党社民党

子
育
て
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
泉
中
央
の

整
備
に
つ
い
て

宮
城
陸
上
競
技
場
の
改
修
に
つ
い
て

今
後
の
少
子
化
対
策
及
び
子
育
て　

　

支
援
の
施
策
を
ど
う
進
め
る
の
か

上空から見た仙台市ガス局港工場
（宮城野区）

下
請
業
者
と
労
働
者
を
守
る
指
導
を

防
災
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を

地
震
災
害
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　

自
衛
隊
と
の
連
携

岩手・宮城内陸地震における自衛隊ヘリ
コプターによる被災した住民の搬送　　

（写真提供：防衛省）

県から無償譲渡される宮城陸上競技場
（仙台国際ハーフマラソン大会の様子）

平成 15 年度に開設した子育て支援
拠点施設「のびすく仙台」

学校給食にも影響が及ぶ原油価
格の高騰

荒町小の改築予想図

市
ガ
ス
事
業
の
民
営
化
は
市
民
の
十

　

分
な
検
討
や
議
論
を
保
障
す
べ
き

陸
上
競
技
場
の
管
理
運
営
対
策

仙台市ガス局庁舎（宮城野区）


